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　福井県の原子力発電所で、もし事故が起き
た場合、篠山市にもその影響が及ぶおそれが
あります。ここでは守田敏也さんによるコラ
ムや、市の取り組みについて、その影響や放
射能のこと、災害にどう備えるかをテーマに3
回に分けて紹介します。
※原子力発電所の是非を問うものではありま
せん。
問い合わせ　市民安全課☎552 ‐ 1116

　篠山市役所から福井県の原発群までの距
離は、高浜原発で約56km、大飯原発は約
65kmです。福島原発事故の時には、原発か
ら約62km離れた福島市にもたくさんの放射
能が降りました。
　平成26年4月、福井県の原発群で深刻な事
故が起きた場合の放射能の拡散シミュレーシ
ョンを兵庫県が公表しました。その内容は、
県内の多くの市町にかなりの量の放射能が飛
んで来るというものです。もし、高浜原発で
事故があった場合、篠山市で備蓄している
「安定ヨウ素剤（※注）」服用の目安の２倍の放
射性物質が篠山市に飛んでくることになりま
す。委員会としては全市民の避難が必要な量
であると考えます。
　しかし、これはあくまでも一つのシミュレ
ーション結果。原発事故は始まるとどこまで

放射性物質拡散シミュレーション
（平成26年4月・兵庫県）

拡大するか分かりません。福島でも拡大が続
いた場合、政府試算では半径170kmが強制
避難、250kmが希望者を含む避難ゾーンに
なるところでした。
　平成26年５月に福井地方裁判所から大飯
原発再稼働差し止め判決が出ましたが、この
判決も政府の試算を根拠に、この地域に住む
人々の「人格権」を守るために運転をしてはな
らないと命令したものでした。
　もっと恐ろしい被害を予想した人もいまし
た。当時の福島第一原発の吉田所長でした。
政府の聞き取り調査に吉田所長は「このまま
では東日本が壊滅すると思った」と答えてい
ます。
　事故の可能性や被害規模は原発が動いてい
るときの方が格段に高くなりますが、原発に
は停止していても使用済み燃料プールに核燃
料があり、プールが壊れると深刻な事態にな
ります。私たちはそのために原発事故への備
えをしておく必要があるのです。

（※注）放射性物質の１つの放射性ヨウ素は体
内に入ると、のどの甲状腺に集まり、放射
線を出してがんなどの病を引き起こしま
す。そのため国際原子力機関（IAEA）は、
放射性物質がある一定量飛んでくる時は、
事前に安定ヨウ素剤を飲み、甲状腺を安定
ヨウ素で埋めて被ばくを避けることを指示
しています。安定ヨウ素剤については、次
号で詳しく紹介します。

外来生物捕獲大作戦（11月23日）
　海外から日本にやってきた外来生物を駆除する「外来
生物捕獲大作戦！」が篠山城跡南堀で行われ、定員50人
を上回る、約100人が参加されました。外来生物につい
て寸劇で学んだ後、堀に仕掛けた底引き網で魚を捕獲。
大半はブルーギル（450匹）とブラックバス（41匹）で、モ
ツゴやフナなどの在来生物はわずか数匹でした。また篠
山城跡の南堀に数多く生息するミシシッピアカミミガメの
生態について講演もありました。主にペット用に輸入さ
れたアカミミガメは、飼えなくなって捨てられて繁殖しま
す。南堀のハスが消えてしまったのもアカミミガメの食
害説が有力で、今年度から南堀で始めた駆除作業を他
の堀にも広げていく必要があると話されました。

まちの
話題  own Topicsタウン トピックス

城東小学校 優良PTA文部科学大臣表彰受賞
　城東小学校PTAの皆さんが、今年度の「優良PTA文部科学大臣
表彰」を受賞されました。日置、後川、雲部の３小学校統合後、各
地域で連携しながら取り組んできた「ひまわりプロジェクト」や、宮城
県の小学校にひまわりの種を送ったり、擬人化したひまわりの交通
安全看板を届けたりした「絆プロジェクト」などの活動が高く評価され
ました。団体での同賞受賞は篠山市では初めてのことです。

　長年にわたって薬物乱用防止指導員を務めておられる数
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さんに県知事感謝状が贈られました。お二人はイベ
ントやスーパーなどで覚せい剤や危険ドラッグなどの使用を防止す
る啓発活動をされ、薬物に対する住民意識の高揚に尽力されてい
ます。現在、丹波地域には20人の薬物乱用防止指導員がおられ、
啓発活動のほか研修会に参加し情報収集や自己研鑚に努めるなど、
地域における薬物乱用防止に貢献されています。

薬物乱用防止で感謝状（11月8日）

篠山警察署 年末特別警戒発隊式（11月28日）
　年末に向け、篠山警察署で特別警戒の発隊式が行われました。
丹波篠山ふるさと大使の熊

く ま

谷
が い

奈
な

美
み

さんが一日署長を務め、「市民の
皆さんが安全・安心に暮らせるよう、どうぞよろしくお願いします」
と激励。部隊の装備点検(写真）や刃物を持った犯人をさすまたを
使って取り押さえる訓練などが行われました。別

べ っ

所
し ょ

裕
ひ ろ

之
ゆ き

巡査部長は
「地域の皆さまが平穏な年末を過ごせるよう、全力をあげて警戒
に取り組みます」と決意表明されました。

第1回　「影響を知る」

ポイント
〇福井県の原発で事故があった場合、篠山
市にも放射能汚染の影響がある

〇原発が停止していても、保管されている
核燃料が漏れ出すと深刻な事態となる

〇影響を知り、「備え」をしておく必要がある

篠山市の取り組み（原子力災害対策検討委員会）

　市民の安全を確保するために必要な対策を検討するため、学識経験者、
自治会、民生委員児童委員、消防団、医師会、薬剤師会、公募委員などで
平成24年10月に組織。委員会ではこの2年間、福井県若狭湾の原発群が事
故を起こした場合、篠山市にどんな影響があるのか、市民はどうすれば良
いのかを検討しています。また、住民学習用の教材を製作し、各自治会で
学習会を開催しています。会社やPTAなどでも研修にご活用ください。
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